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4月から第二東京弁護士会の会長に就任しました。1年
間よろしくお願いします。
2022年の司法試験の出願者数は、前年より387人減少し、
3367人、うち受験者数が3082人で合格者は1403人とい
う結果です。私は、大きな危機感を抱いています。
思うに、弁護士ほど素晴らしい職業はありません。困っ
た人の人権を守る、企業のガバナンス、コンプライアンス
の担い手となる。私たちは、職業を通じて社会を良くし、
人に誇れる素晴らしい仕事をしています。私は、二弁の会長就任にあたり、弁護士の業務を拡大・充実さ
せることによって弁護士業務をより魅力的なものと進化させ、職場環境を充実させることにより、より多
くの若い人たちに選択してもらえるような職業にすること、そして、このような弁護士の魅力を広く伝え
ていきたいと考えています。
会員の皆様にお願いが二つあります。一つは、弁護士の魅力を皆様自身が語り、発信することと、もう
一つは、ワーク・ライフ・バランスを常に考えていただきたいということです。
これから進路を考えようとする中高生が法曹を志すには、「弁護士になりたい」と思うきっかけが必要だ
と思います。弁護士の魅力の発信は、広報任せではなく、誰かがやってくれるだろうではなく、全ての法
曹が、自らその魅力を語り、発信し続けることが何よりも大事で、その声が、どこかで誰かに届くはずです。
母校で話をする機会、学生との対話、友人との飲み会、色んなところで弁護士の魅力を話し続ければ、きっ
と何かが変わると思います。
そして、弁護士がより魅力的な職業となるためには、ワークが中心になりがちな弁護士のワーク・ライフ・
バランスを改善することが必要です。司法試験の合格者の女性比率は、2022年に27.7％まで漸増してい
ますが、2022年12月1日時点の女性弁護士の比率は、19.6％に過ぎません。さらに、2022年6月時点の
企業内弁護士の女性割合は、41.6％となっております。つまり、法律事務所に所属する弁護士は、最も女
性に選ばれていない職業なのです。女性が生き生きと活躍できる職業であることは、憧れの職業の必須条
件だと思いますし、性別を問わず、今の時代の若い人たちはワーク・ライフ・バランスを考えた職業選択
をしており、民間企業では、既にそのニーズを取り込んで大きな変革を受け入れています。
まだ夢のような話かもしれませんが、法律事務所の男性弁護士の育休取得率が民間企業を上回るような
時代になれば、みんながなりたいと思う魅力ある弁護士の時代が必ずやって来ると思います。
弁護士の魅力をさらに磨き、世の中から高い尊敬を受けられる存在であり続けることを目指して、会務
を運営し、政策を構築したいと考えています。6名の頼りになる副会長とともに、1年間頑張ります。会員
の皆様の忌憚のない意見をたくさんお聞かせいただき、会務運営に役立てていきたいと思います。�

ご挨拶

Keiji Ogawa

【会長】  小川 恵司 （46期）
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【略歴】

●第二東京弁護士会
常議員、綱紀委員会副委員長、弁護士推薦
委員会、弁護士業務センター、司法修習委員
会　等

●その他
司法研修所民事弁護教官、公益財団法人日
弁連交通事故センター東京支部委員長

Takahito Yokota

横田 高人（52期）

【略歴】

●第二東京弁護士会
弁護士業務センター委員長、司法修習委員
会副委員長、両性の平等に関する委員会委
員、広報室嘱託、常議員　等

●日本弁護士連合会
弁護士業務改革委員会委員

●その他
東京都配偶者暴力対策ネットワーク会議委員

Akira Takayama 

髙山 烈（56期）

【略歴】

●第二東京弁護士会
常議員、綱紀委員会委員　等

Hiroki Segawa

瀬川 宏貴（60期）

【略歴】

●第二東京弁護士会
高齢者・障がい者総合支援センター運営委
員会、公設事務所運営支援等委員会

Takeshi Nakajo 

中城 剛志（45期）

【略歴】

●第二東京弁護士会
常議員、司法修習委員会、民事介入暴力対
策委員会　等

●日本弁護士連合会
民事介入暴力対策委員会

Takashi Ozaki 

尾﨑 毅（47期）

【略歴】

●第二東京弁護士会
男女共同参画推進二弁本部副本部長、 
常議員　等

Mayu Rokkaku 

六角 麻由（62期）

【略歴】

●第二東京弁護士会
情報公開・個人情報保護委員会委員長、消
費者問題対策委員会住宅部会副部会長、
常議員　等

●日本弁護士連合会
代議員、調査室室長、情報問題対策委員会
副委員長、編集委員会副委員長、会則会規
改正WG、弁護士会等の事務効率化の推進
に関する検討WG、第64回人権擁護大会シ
ンポジウム第2分科会実行委員　等Junichiro Makita 

牧田 潤一朗（57期）

【略歴】

●第二東京弁護士会
常議員、家事法制に関する委員会委員長、司
法制度調査会副委員長、子どもの権利に関
する委員会　等

●日本弁護士連合会
家事法制委員会事務局長、人権擁護委員会
生殖医療PT副座長　等

●その他
東京家庭裁判所家事調停官、同家事調停委
員、法制審議会民法（親子法制）部会幹事、金
融庁証券取引等監視委員会勤務　等

Keiko Omori 

大森 啓子（56期）

監事紹介


